
セラミック膜の作製と汚水処理の概要

研究の目的、概要、期待される効果

近年、世界的に油田等で発生する油田随伴
水が排水処理施設に流入すると、設備の閉塞
や悪臭、処理水質の低下の要因等の社会問題
が発生しています。国内でもガソリンスタン
ド等から発生する廃水において同様の問題が
あります。
本研究では、安価な材料であるカオリンと

ドロマイトを用いて、両者の割合を変化させ
てセラミック膜を製造し、焼結温度や焼結時
間も変化させて種々の膜を作製しました。膜
の機械的強度や水に対する透過流束や吸収率
から最適条件の膜を見出し、その膜にフッ素
化合物を用いて疎水処理を施し、油と水の分
離と同時に重金属吸着除去特性を持つ膜を開
発しました。「重金属を含有した水と油が混
合している廃水」を同時に処理できる点が画
期的で、本技術は、浄水器メーカーをはじめ、
廃水の高度処理施設、食品産業、重油等の流
出事故時の処理等において応用が期待されま
す。
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・環境浄化，資源回収，リサイクルなどを行う
企業，自治体，浄水器メーカー

油と水の分離と同時に重金属吸着除去特性を
持つ膜を開発したので，油田随伴水をはじめ，
ガソリンスタンド等から発生する廃水のような
「重金属を含有した水と油が混合している廃
水」の処理に有効です。

セラミック膜を用いた汚水処理

セラミック膜を用いた重金属の除去
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セラミック膜を用いた新規汚水処理法の開発
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